
収入支出

市税
137億9,066万円
38％

総務費
65億3,510万円
19％

総務費
65億3,510万円
19％

その他
25億2,739万円
7％

公債費
47億1,255万円
13％

民生費
102億7,509万円
29％

衛生費
37億473万円
11％

その他
39億6,787万円
11％

自主財源　177億5,853万円　49％
依存財源　180億6,922万円　51％

農林水産業費
16億7,944万円
5％

土木費
21億9,563万円
6％

教育費
33億2,749万円
10％

地方交付税
78億7,443万円
22％

国庫支出金
29億9,965万円
8％

県支出金
27億1,590万円
8％

地方譲与税等
20億6,099万円
6％ 市債

24億1,825万円
7％

親からの支援（国・
県からの補助金、交
付税など）
218万円

給料（市税）
192万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
14万円

財布残金（繰越金）10万円

食費（人件費）
90万円

光熱水費（物件費）
88万円

住宅等ローンの返済
（公債費）
67万円

医療費や教育費（扶助費）
63万円

親戚への支援、町内会
費などの交際費
（補助費・出資・貸付）
72万円

子どもへの仕送り（繰出金）
61万円

金融機関からの借り入れ（市債）
34万円

その他の収入
（分担金・負担金など）
32万円

預金（積立金） 16万円家の増改築、修繕
（普通建設費・維持補修）
43万円

甲
賀
市
決
算
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平
成
23
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
甲
賀
市
総
合
計
画
」を
実
現
す
る
た
め
、６
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
掲
げ
、市
民
満
足
度

を
高
め
つ
つ
、甲
賀
市
発
展
の
礎
と
な
る
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

市の基本となる会計一般会計特別会計 市が特定の事業を行うための会計

歳入決算額
358億2,775万円
　市民1人あたりの市税負担額　
129,487円
※�市税（法人市民税などを除く）の
収入を平成24年3月31日現在
の人口（94,224人）で割って計
算しました。

※�その他は、分担金・負担金、
　使用料・手数料、寄附金など

※�その他は、議会費、労働費、消防費、
災害復旧費など

歳出決算額
	 349億5,742万円
　市民1人あたりに支出したお金　
371,003円
　子ども手当や介護保険、後期高齢
者医療制度などの民生費の支出が
一番多くなっています。

項　目 内　容 金　額
総 務 費 地域情報化基盤整備事業や地域コミュニ

ティに 69,357円
民 生 費 高齢者や子ども、障がい者の福祉に 109,050円
衛 生 費 健康で衛生的な生活環境の推進に 39,318円
農林水産業費 農業や林業の振興に 17,824円
土 木 費 道路や公園などの公共施設の整備に 23,302円
教 育 費 学校教育の充実、文化・スポーツの振興に 35,315円
公 債 費 市が借りたお金の返済に 50,014円
そ の 他 消防防災、商工業の振興、議会の運営経費

など 26,823円

　食費や光熱費はできるだけ節約して、医療費や教育費など家族
の生活や将来にとって必要な経費などに大きく割いています。
　また、ローンを前倒しで返済してきたおかげでローン残高が減
少してきました。（22年度末：547万円⇒23年度末：509万円）

年間収支500万円の家計に置き換えてみると…

　１年間の収入では、親からの支援（218万円）と給料（192万円）
で全体の82％を占めています。そのほかに金融機関からの借り
入れ（34万円）や預金の取崩し（14万円）などでやりくりしていま
す。

歳入決算額 歳出決算額
23年度
A

22年度
B

前年度比
A/B(％)

23年度
A

22年度
B

前年度比
A/B(％)

特
別
会
計

国民健康保険 88億3,924万円 87億4,243万円 101 81億9,110万円 80億6,881万円 102
後期高齢者医療 15億3,662万円 14億5,843万円 105 15億2,323万円 14億3,181万円 106
介護保険 49億　685万円 47億　454万円 104 48億6,853万円 46億4,389万円 105
公共下水道事業 32億4,766万円 31億1,055万円 104 32億1,062万円 30億8,353万円 104
農業集落排水事業 9億3,775万円 8億　601万円 116 9億2,882万円 7億9,630万円 117
土地取得事業 925万円 462万円 200 828万円 12万円 6,900
野洲川基幹水利施設管理事業 2,120万円 2,170万円 98 2,117万円 2,169万円 98
鉄道経営安定対策基金 2,159万円 2,201万円 98 2,159万円 2,201万円 98
鉄道施設整備基金 3,570万円 3,306万円 108 3,570万円 3,306万円 108
国民健康保険診療所 4億6,504万円 10億7,606万円 43 4億6,074万円 10億4,638万円 44
浄化槽管理事業 2億2,202万円 1億1,681万円 190 1億9,368万円 1億1,584万円 167
介護老人保健施設事業 4億　733万円 1,944万円 2,095 2億　416万円 1,944万円 1,050

小　　　計 206億5,025万円 201億1,566万円 103 196億6,762万円 192億8,288万円 102
企
業
会
計

病院事業 7億4,617万円 11億4,818万円 65 9億　267万円 12億6,226万円 72
水道事業 33億　903万円 31億2,105万円 106 37億7,733万円 35億5,532万円 106

小　　　計 40億5,520万円 42億6,923万円 95 46億8,000万円 48億1,758万円 97
合　　　計 247億　545万円 243億8,489万円 101 243億4,762万円 241億�　�46万円 101

※��企業会計の予算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。�

　
景
気
動
向
に
不
透
明
感
が
残
る
平
成
23

年
度
は
、当
初
予
算
編
成
時
か
ら
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
改
革
を
着
実
に
継
続
さ
せ
、

将
来
世
代
に
負
担
を
か
け
な
い
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と

を
基
本
に
置
き
ま
し
た
。
市
債（
市
の
借

入
）も
返
す
以
上
に
借
り
入
れ
な
い
こ
と

を
固
く
守
り
、税
の
確
保
面
に
お
い
て
も

主
要
コ
ン
ビ
ニ
も
利
用
で
き
る
、納
め
て

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
を
整
え
な
が
ら
、

滞
納
者
に
対
し
公
平
性
を
保
つ
観
点
で
厳

し
い
姿
勢
で
臨
み
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、行
財
政
改
革
を
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
細
か
な

経
費
の
抑
制
、職
員
の
定
員
適
正
化
に
よ

る
計
画
的
な
削
減
、一
部
手
当
て
の
独
自

カ
ッ
ト
や
特
別
職
の
給
与
カ
ッ
ト
、市
財

産
の
適
正
管
理
、公
共
事
業
の
計
画
的
な

実
施
な
ど
、「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」の

徹
底
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
起
債
残
高

（
市
の
借
金
残
高
）も
平
成
18
年
度
ピ
ー
ク

時
の
４
３
９
億
円
か
ら
平
成
２
３
年
度
末

に
は
約
83
億
円
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
、

各
財
政
指
標
も
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
で
万
全
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
、無
駄
を

省
き
、ム
ラ
の
な
い
行
政
運
営
を
行
い
な

が
ら
、市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
安
心
を
最

優
先
に
、誰
も
が
満
足
で
き
る
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、明
る
い
未
来
を
実

現
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
皆
さ
ん
と
共
に
、地
域
力
を
最

大
に
発
揮
し
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲賀市長
中嶋武嗣

共
に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ
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